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第３章  新興感染症発生・まん延時における医療体制 

 

第１節  課題に対するこれまでの取組 

 

[医療提供体制の確保] 

〔課題①〕 

○ 新興感染症の発生時期や感染力等を予測することは困難ですが、平時から新興感染症発

生・まん延時の医療提供体制を検討し、速やかに対応できるよう準備を進めておくことが

必要です。 

○ 医療提供体制の検討にあたっては、まずは現に対応しており、これまでの教訓を生かす

ことができる新型コロナウイルスへの対応を念頭に、入院（病床確保）、発熱外来、自宅療

養者等への医療提供、新興感染症患者以外の患者に医療を提供する後方支援、新興感染症

に対応する医療従事者の確保及び医療人材派遣機能の強化に取り組むことが重要です。 

○ 新型コロナウイルス感染症の対応を踏まえ、特に配慮が必要な患者等（精神疾患を有す

る患者、妊産婦、小児、透析患者等）、感染症以外の患者への対応を含めて切れ目のない医

療提供体制を整備することが重要です。 

＜これまでの取組＞ 

富山県感染症対策連携協議会の設置 

○ 県、保健所設置市、第一種及び第二種感染症指定医療機関、消防機関、県医師会、県看

護協会、県薬剤師会など関係団体からなる富山県感染症対策連携協議会を通じ、予防計画

の策定等に関する協議、予防計画・富山県新型インフルエンザ等対策行動計画（以下「行

動計画」という。）に基づく取組状況の情報共有や進捗確認を行いながら、関係機関の連携

を強化し、平時より新興感染症発生・まん延時の医療提供体制構築のための取組みを行っ

ています。 

 

医療措置協定の締結 

○ 平時に新興感染症の対応を行う病院・診療所、薬局及び訪問看護事業所と協議を行い、

病床、発熱外来、自宅療養者等に対する医療の提供、後方支援、医療人材の派遣について

協定を締結し、発生段階に応じた医療提供体制の速やかな構築に取り組んでいます。 

○ 医療措置協定の締結に当たっては、新型コロナウイルス感染症対応で確保した最大規模

の体制や患者数を念頭に医療機関等と協議を行うとともに、今後の新興感染症への対応に

必要な施設や設備の整備を支援しています。 

 

感染症病床の強化 

○ 今後の全国的かつ急速なまん延が想定される新興感染症への対応を強化するため、令和

７年３月に第一種感染症指定医療機関である富山県立中央病院の感染症病床の３床に増床

しました。 

〇自然災害等のリスク分散、水際対策の強化及び感染症専門医の育成強化を図るため、令和

８年１月に富山大学附属病院の第一種感染症指定医療機関へ指定しました。 

〇医療圏を越えた感染症医療の充実を図るため、富山県厚生農業協同組合連合会高岡病院の
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第二種感染症指定医療機関への指定を検討します。 

 

特に配慮が必要な患者への医療の提供 

○ 県医師会や専門医会、関係機関と連携し、感染症以外の疾患の特性に応じた受入医療機

関の設定や入院調整体制の構築等に取り組んでいます。 

 

（精神疾患を有する患者） 

○ 精神疾患を有する患者が、新興感染症に罹患した場合の対応可能な医療機関をあらかじ

め明確にしておきます。その際、精神疾患及び新興感染症それぞれの重症度等も考慮した

上で、連携医療機関の確保・調整を行っておきます。特に、措置入院患者が感染した場合

や入院患者が新興感染症により重症化した場合を想定して、感染症対応が可能な指定病院

等の確保・調整を行っておきます。 

○ 精神科救急について、精神科救急医療体制整備事業における医療提供体制の整備は、新

興感染症への対応を含めたものとします。 

○ 精神疾患を有する患者が円滑に入院できるようにするため、精神科リエゾンとの連携に

よる入院調整体制の構築、実施を図ります。 

（妊産婦） 

○ 新興感染症発生・まん延時においても地域で周産期医療を確保するため、感染症の罹患

又は罹患が疑われる妊産婦に対して産科的救急症例を含む産科診療を実施する医療機関に

ついて、地域の周産期医療に関する協議会等においてあらかじめ協議します。 

○ 産科的緊急処置が必要な妊産婦の受入れを行う医療機関を確実に設定するとともに、当

該医療機関に妊産婦が集中することによる負担軽減策を講じることにより、必要な体制の

確保を図ります。 

○ 産科的に入院が望ましい場合、妊産婦が円滑に入院できるようにするため、富山県産婦

人科医会等との連携による入院調整体制の構築、実施を図ります。さらに、妊産婦が宿泊

療養及び自宅療養を行う際は、健康観察の体制整備など産科医との連携体制の構築を図り

ます。 

（小児） 

○ 新興感染症発生・まん延時においても、地域で小児医療を確保するため、感染症の罹患

又は罹患が疑われる小児に対して救急医療を含む小児医療を実施する医療機関について、

地域の小児医療に関する協議会等においてあらかじめ協議します。また、新興感染症によ

り、地域によっては小児医療のひっ迫が生じることが想定されることから、関係者と小児

医療体制について改めて確認する等により、医療需要が増加した場合も含め、確実な体制

の確保を図ります。 

○ 小児が円滑に入院できるようにするため、富山県小児科医会との連携による入院調整体

制の構築、実施を図ります。さらに小児が自宅療養を行う際は、健康観察の体制整備など

小児科医との連携体制の構築を図ります。 

（透析患者） 

○ 透析治療を行うことができる新興感染症の入院患者、重症患者受入医療機関の設定を行

うなど病床の確保に努めます。 
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○ 透析患者が円滑に透析を行えるよう、透析専門医との連携による入院調整体制の構築や 

感染症患者数の増加による病床のひっ迫に伴い、透析患者の入院が困難な状況下にあって

は、富山県透析医会との調整のもと、かかりつけ医療機関において感染症患者の透析を行う

など円滑な透析実施体制の構築、実施を検討します。 

 

＜新しく取り組んでいる事業＞ 

■ 令和７年３月に改定した行動計画に基づき、県において医療用物資の備蓄を進めるとと

もに、設備支援等を通して医療機関における医療用物資の確保促進に向けて取り組んでい

ます。 

■ 医療措置協定締結医療機関に対し、平時から年 1 回の運営状況報告を求め、医療機関の

状況把握に努めています。 

 

[感染症の発生の予防・まん延防止] 

〔課題②〕 

○ 感染拡大を可能な限り抑制することにより、県民の生命と健康を守るとともに、救急医

療や通常医療のひっ迫を回避することが重要です。 

＜これまでの取組＞ 

○ 平時から社会福祉施設や医療機関、施設の清掃業務等を受託する業者の従業員等を対象

とした感染予防対策に係る研修・出前講座の開催や巡回相談等を行い、基本的な感染対策

指導を実施しています。また、クラスター発生時には、富山市保健所・厚生センターによ

るラウンドや医師や感染管理認定看護師の派遣による初動対応、感染対策指導を行ってい

ます。 

○ 宿泊施設との宿泊施設確保措置協定、医療機関等との医療措置協定の締結を進め、感染

拡大時には、居宅等の療養者への支援や、宿泊療養施設の確保、電話・オンライン診療、

往診、服薬指導、訪問看護、健康相談窓口の設置等により、患者が安心して療養できる体

制を構築するとともに、適時適切な感染症発生動向や感染予防に関する情報提供等を行い、

更なる感染拡大の防止に努めています。 

 

＜新しく取り組んでいる事業＞ 

■ 感染症発生動向調査における急性呼吸器感染症（ARI）の定点把握疾患への追加を受け、

定点医療機関の協力のもと ARI サーベイランスを実施し、地域の感染動向の的確な把握に

取り組んでいます。 
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[患者や医療従事者等の人権の尊重] 

〔課題③〕 

○ 感染症の予防と患者やその家族の人権尊重を両立させながら、一人ひとりが差別的な扱

いを受けずに安心して医療を受けることができ、早期に社会復帰できるような環境整備を

進める必要があります。 

○ また、感染症患者への対応を献身的に行う医療従事者等に対する偏見や差別的扱いが行

われることがないよう、全ての県民が、感染症に関する正しい知識を身に付ける必要があ

ります。 

＜これまでの取組＞ 

〇 感染症に関する個人情報の保護に十分留意し、感染症患者等に対する差別や偏見解消の

ため、報道機関に協力を求めることも含め、あらゆる機会や媒体を通じて、感染症に関す

る正しい知識の普及啓発に努めます。また、感染症発生時は、差別的取扱いの実態把握や

相談支援を行う等、罹患患者や診療に当たる医療従事者及びその家族等に対する差別的取

扱い等の防止に取り組んでいます。 

 

＜新しく取り組んでいる事業＞ 

■ 令和７年３月改定の「富山県人権教育・啓発に関する基本計画」において、人権課題と

して、新たな感染症患者等に関する事項を盛り込み、人権教育・啓発の推進を行っています。

■ 富山県感染症情報センターが発行する感染症発生動向速報や感染症発生時のプレスリリ

ース及び SNS等を活用し、県民に対し感染症に関する正しい知識の情報発信を行っています。 

 

[感染症予防に関する人材育成及び資質の向上] 

〔課題④〕 

〇 医療現場において新たな感染症に対応できる医療専門職、高齢者施設等でクラスターが

発生した際に適切な感染拡大防止対策を行うことができる感染管理の専門家、行政の中に

おいて感染症対策の政策立案や医療関係者との連絡調整を円滑に行うことができる人材の

育成・確保が必要です。 

＜これまでの取組＞ 

○ 富山大学医学部や県医師会、県看護協会など関係団体と連携を密にし、必要な支援を行

うなど、感染症専門医や感染管理認定看護師等の育成及び資質向上に取り組んでいます。 

○ 院内感染対策講習会や危機管理マネジメント研修の開催、感染症指定医療機関、富山市

保健所・厚生センター、衛生研究所等と連携し、県新型インフルエンザ等対策実地訓練等

の感染症発生時対応訓練を定期的に行い、健康危機対処能力の維持・向上に取り組んでい

ます。 

○ 富山市保健所・厚生センター業務の支援を行う IHEAT 要員の確保・育成に取り組んでい

ます。 

○ 災害医療コーディネーターや DMAT、DHEAT、DICT、災害支援ナース等と連携した体制整備

を検討しています。 
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＜新しく取り組んでいる事業＞ 

■ 富山大学から感染症専門医を受入れ、感染症対策・医療提携体制を連携して強化してい

ます。 

■ 県看護協会に対し、平時における IHEAT要員の募集、研修の実施及び有事における IHEAT

要員の派遣調整業務を委託し、富山県、富山市及び県看護協会の３者による連携体制を構

築しています。 
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第２節  中間評価・数値目標 

＜数値目標の状況＞ 

流行
初期

228床
（10床）

239床
（10床）

244床
（10床）

達成

流行初
期以降

502床
（26床）

502床
（26床）

507床
（26床）

達成

流行
初期

207機関 180機関 233機関 達成

流行初
期以降

336機関 277機関 368機関 達成

自宅療養者等への医療の提供を行う
病院・診療所数

232機関 176機関 232機関 達成

自宅療養者等への医療の提供を行う
薬局数

328機関 354機関 476機関 達成

自宅療養者等への医療の提供を行う
訪問看護事業所

56機関 52機関 53機関 未達成

後方支援医療機関数 52機関 45機関 55機関 達成

派遣可能な医師（看護師）数
37名

（65名）
48名

（90名）
51名

（91名）
達成

個人防護具を２ヶ月以上
備蓄している医療機関数

328機関 219機関 277機関 未達成

指標名及び指標の説明 目標値 達成状況

確保病床数
（重症者用病床数）

外来対応医療機関数

直近
（R8.7月時点）

策定時
（R6.3月時点）

 

＜数値目標の評価＞ 

○ 病床、発熱外来、自宅療養者等に対する医療の提供（病院・診療所・薬局）、後方支援、

医療人材の派遣については、目標を達成しています。 

○ 自宅療養者への医療の提供を行う訪問看護事業所の数は、目標に到達していません。 

○ 個人防護具を２カ月以上備蓄している医療機関数は、目標に到達していません。 
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第３節  今後目指すべき取組事項 

[医療提供体制の確保] 

① 医療機関等に対し、関係機関と連携しながら制度の周知や丁寧な説明を行い、さらなる協

定締結の働きかけを継続します。 

② 協定締結医療機関に対し、備蓄の方法や必要性等について継続的な周知啓発し、個人防護

具の備蓄を推進します。 

③ G-MIS を活用した定期的な運営状況の報告・確認等を通じて状況把握に努め、医療措置協

定の実効性の確保を図ります。 

 

[感染症の発生の予防・まん延防止] 

④ 研修、出前講座等を通して、社会福祉施設等の対応能力の向上に取り組みます。 

 

[患者や医療従事者等の人権の尊重] 

⑤ 様々な広報媒体を活用し、引き続き感染症の正しい知識の普及啓発に取り組みます。 

 

[感染症予防に関する人材育成及び資質の向上] 

⑥ 定期的な訓練、研修等により、医療機関、厚生センター等の健康危機対処能力の向上、連

携体制の構築を推進します。 

⑦ 国が実施する感染症危機管理リーダーシップ研修等の活用も含め、行政における感染症危

機管理を担う人材の育成を進めるとともに、平時から感染症まん延や災害発生等の有事ま

で対応できる危機管理能力の向上を図ります。 
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第４節 新興感染症発生・まん延時における医療の提供体制 
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